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1982 年東京大学経済学部卒、同年通商産業省（現経済産業省）入省。経済協力開発機構
（OECD）日本政府代表部参事官、国際エネルギー機関（IEA）国別審査課長、資源エネルギー
庁国際課長、同参事官等を経て 2008～2011年、大臣官房審議官地球環境問題担当。2011～
2015 年、日本貿易振興機構（JETRO）ロンドン事務所長兼地球環境問題特別調査員。2015
年 8 月東京大学公共政策大学院教授、2021 年 4 月より東京大学公共政策大学院特任教授。
21 世紀政策研究所研究主幹、経済産業研究所（ERIA）コンサルティングフェロー、アジア太平洋研
究所上席研究員、東アジアASEAN経済研究センター（ERIA）シニアポリシーフェロー。IPCC第6次
評価報告書執筆者。帝人社外監査役。これまで COP に 16回参加。 
 
著書「私的京都議定書始末記」（2014年 10月国際環境経済研究所）、「地球温暖化交渉の真
実―国益をかけた経済戦争―」（2015年 9月中央公論新社）「精神論抜きの地球温暖化対策－
パリ協定とその後－」（2016年 10月エネルギーフォーラム社）、「トランプリスク-米国第一主義と地球
温暖化-」（2017 年 10 月エネルギーフォーラム社）「亡国の環境原理主義」（2021 年 11 月エネ
ルギーフォーラム社） 
 
 


